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唐沢山…藤原秀郷公の居城趾で、深い歴史を持つ山

　５月 31日、前日の雨も無事に上がり各町会の協力のもと、全市一斉清掃を実施しました。
　佐野市町会長連合会は、全市一斉清掃などの活動が評価され「平成20年とちぎの環境美化県
民運動功労団体表彰」を受賞いたしました。
　この度、福田県知事がその活動を視察に来られ、同日に開催されている秋山川清掃会場では、
岡部市長や篠﨑町会長連合会会長、地元の中学生、地元町会の方々と一緒に汗を流されました。
　今回の清掃活動で出たごみは、総重量約10トンでした。参加する方々の理解なしでは成し得
ない事業であることを改めて感じるとともに、地域の環境美化活動に、これからも各町会がより
一層力を入れていかなければならないと実感いたしました。

全市一斉清掃を実施 
　　 福田富一栃木県知事も参加！

　県民一人ひとりの実践に
よって、地域環境の美化と資
源の有効利用を促進すること。
環境美化活動を通して地域社
会における県民の交流や協力
を深め“とちぎの人間力”形
成に資することを目的として
います。
　佐野市町会長連合会はこの
趣旨に賛同し、毎年５月の最
終日曜日に全市一斉清掃を実
施、地域における環境美化の
強化に取り組んでいます。

とちぎの環境美化
 　　県民運動とは…

地域の環境は私たち自らの手で守りましょう！
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８
月
３
日
、
葛
生
地
区
公
民
館
に

お
い
て
岡
部
市
長
と
理
事
25
名
の
懇

談
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
真
夏
の
茹
だ
る
よ
う
な
天

候
で
し
た
が
、
懇
談
会
も
予
定
時
間

を
オ
ー
バ
ー
す
る
約
２
時
間
の
熱
い

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。　

　

懇
談
会
に
お
け
る
質
疑
の
要
旨
は

次
の
と
お
り
で
す
。

① 

市
営
バ
ス
の
今
後
の
運
営
方
針

に
つ
い
て

理
事　

先
日
市
営
バ
ス
を
利
用
し
た

と
こ
ろ
乗
降
客
が
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
後
の
運
営
計
画
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

市
長　

市
営
バ
ス
の
利
用
者
は
高
齢

者
の
方
が
多
く
、
今
後
の
利
用
者
増

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

夏
休
み
子
ど
も
パ
ス
ポ
ー
ト
や
８
月

の
祭
り
無
料
デ
ー
な
ど
を
実
施
し
、

市
民
の
皆
様
に
ま
ず
バ
ス
に
乗
っ
て

い
た
だ
く
動
機
づ
け
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
将
来
的

に
も
持
続
可
能
な
市
民
の
足
と
し
て

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

② 

佐
野
市
の
将
来
像
に
つ
い
て

理
事　

市
内
に
は
６
つ
の
工
業
団
地

が
あ
り
、
２
年
後
に
は
北
関
東
自
動

車
道
も
開
通
し
ま
す
。
新
都
市
事
業

も
含
め
何
年
も
前
に
手
が
け
た
事
業

が
今
完
成
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
ぜ

　

１
月
13
日
、
佐
野
市
町
会
長
新
春

祝
賀
会
（
佐
野
市
文
化
会
館
）、
１

月
29
日
栃
木
県
自
治
会
連
合
会
会
長

研
修
大
会
（
宇
都
宮
市
文
化
会
館
）

に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
る
町
会
活

動
や
地
域
の
社
会
福
祉
向
上
に
寄
与

さ
れ
た
方
々
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

【
栃
木
県
自
治
会
活
動
功
労
者
知
事

表
彰
】

　

片
柳
義
弘　

茂
呂
山
町

【
栃
木
県
自
治
会
連
合
会
自
治
振
興

功
労
者
表
彰
】

　

坂
本
里
夫　

富
岡
町
（
東
部
）

　

廣
瀬
次
男　

富
岡
町
（
北
部
）

　

小
野
一
郎　

堀
米
町
（
内
堀
米
）

【
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
永
年
在
職

町
会
長
20
年
表
彰
】

　

田
中
正
美　

若
宮
下
町

【
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
永
年
在
職

町
会
長
10
年
表
彰
】

　

坂
本
里
夫　

富
岡
町
（
東
部
）

　

廣
瀬
次
男　

富
岡
町
（
北
部
）

　

小
野
一
郎　

堀
米
町
（
内
堀
米
）

【
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
永
年
在
職

町
会
長
５
年
表
彰
】

　

川
﨑　

元　

本
町
（
佐
野
）

　

小
野
邦
夫　

植
野
町
（
台
南
）

　

熊
倉
功
雄　

伊
勢
山
町

　

林
田　

享　

奈
良
渕
町

町会に加入しましょう！

町会は皆さんからの会費などを基に
いろいろな活動を行っています。

１ 自主防犯パトロールや自主防災活動
２ 地域のお祭りでの人々の交流や子ども会、 敬老会への協力
３ 地域の文化の伝承
４ 清掃活動をとおしての環境美化活動
５ 地域の事業案内や市役所・学校・警察などからの情報の回覧

　

藤
倉　

準　

下
町

　

倉
持　

武　

角
町

　

峰
﨑　

髙　

小
見

　

五
十
畑
清　

栃
本
下

　

飯
田
明
生　

戸
奈
良
西

【
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
永
年
在
職

町
会
役
員
表
彰
】

　

小
沼　

晃　

久
保
町

　

福
原
勝
夫　

植
下
町

　

片
上
英
二　

富
岡
町
（
北
部
）

　
小
松
原
安
男　

堀
米
町（
安
良
町
上
）

　

金
原
元
助　

船
越
北

　

青
木
靖
治　

山
形

　

飯
田　

豊　

中

　

松
島
和
夫　

下
秋
山

ひ
そ
の
よ
う
な
未
来
の
佐
野
市
へ
の

事
業
計
画
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

市
長　

私
は
１
期
目
の
４
年
間
、
新

市
の
基
礎
固
め
に
力
を
注
ぎ
ま
し

た
。
２
期
目
の
本
年
か
ら
は「
飛
躍
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
施
策
展
開
を
図
り

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
交
通
の
利
便
性
を
生

か
し
た
交
流
拠
点
と
し
て
の
「
県
南

の
中
核
都
市
」
を
目
指
し
ま
す
。
物

流
の
拠
点
と
し
て
、
北
米
や
ロ
シ
ア

を
視
野
に
入
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展

開
を
図
る
と
と
も
に
「
観
光
立
市
」

に
よ
る
人
の
交
流
な
ど
を
促
進
し
ま

す
。
本
市
の
優
位
性
は
揺
ぎ
無
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

③ 

北
関
東
自
動
車
道
Ｉ
Ｃ
周
辺
開

発
に
つ
い
て

理
事　

現
在
北
関
東
自
動
車
道
路
の

工
事
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
が
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
開
発
に

つ
い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
。

市
長　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
開

発
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
戸
奈
良

石
塚
地
区
の
約
18 

ha
を
開
発
予
定
地

と
し
て
基
本
計
画
を
策
定
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
社
会
情
勢
を
十
分

考
慮
し
な
が
ら
、
本
地
区
を
産
業
振

興
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
て
い
く
予

定
で
す
。

④ 

岩
舟
町
と
の
合
併
に
つ
い
て

理
事　

岩
舟
町
に
は
慈
覚
大
師
と
い

う
大
き
な
歴
史
財
産
も
あ
り
、
合
併

す
れ
ば
観
光
に
も
寄
与
す
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
市
長
の
考
え
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

市
長　

岩
舟
町
の
住
民
の
皆
様
の
意

思
を
尊
重
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
受
け
入

れ
体
制
は
で
き
て
い
ま
す
の
で
、
今

は
そ
の
動
向
を
静
観
し
て
い
る
状
態

で
す
。

市
長
と
の

　
　
懇
談
会
を
開
催

市
長
と
の

　
　
懇
談
会
を
開
催
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11
月
12
日
、
千
葉
県
松
戸
市
内
の
常
盤
平
団
地
自
治
会
を
理

事
21
名
が
視
察
し
ま
し
た
。

　

常
盤
平
団
地
は
、
人
口
約
８
千
人
、
棟
数
１
７
０
も
あ
る
マ

ン
モ
ス
団
地
で
す
が
、
平
成
13
年
に
死
後
３
年
を
経
過
し
た
白

骨
死
体
が
発
見
さ
れ
、
翌
年
に
も
４
か
月
が
経
過
し
た
死
体
が

発
見
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

危
機
感
を
感
じ
た
中
沢
卓
実
会
長
を
中
心
に
自
主
的
に
「
孤

独
死
対
策
」
に
乗
り
出
し
、「
ま
つ
ど
孤
独
死
予
防
セ
ン
タ
ー
」

「
福
祉
よ
ろ
ず
相
談
」「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
な
ど
次
々
に
事
業

に
着
手
し
、
団
地
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
つ
く
り

出
し
ま
し
た
。

　

中
沢
氏
か
ら
、
孤
独
死
に
地
域
差
、
経
済
格
差
は
無
い
と
強

く
教
え
ら
れ
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
身
近
な
問
題
と
し
て
今
後

の
対
策
が
必
要
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

５/13 第１回理事会　
５/20 通常総会　
５/31 全市一斉清掃
６/17 第２回理事会
６/26 栃木県自治会連合会総会
７/15 管外視察研修会
８/ ３ 市長との懇談会
８/15 町会長連合会だより「からさわ」
 第２号発行
10/ １ 栃木県自治会連合会研修会
10/30 第３回理事会
10/30 余熱利用施設視察
11/12 松戸市常盤平団地自治会視察
12/ ９ 第４回理事会
１/13 佐野市新春祝賀会
 （永年在職町会長・役員表彰）
１/29 栃木県自治会連合会
 会長研修大会
２/ １ 町会長連合会だより「からさわ」
 第３号発行
２月 栃木県自治会連合会
 県南ブロック会議
３月 第５回理事会

平成21年度  佐野市町会長連合会

事業経過と予定

松
戸
市
常
盤
平
団
地
自
治
会
を
視
察

　
　
　
─ 

孤
独
死
を
考
え
る 

─

余
熱
利
用
施
設
を
視
察

　

10
月
30
日
、
今
年
４
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
余
熱
利
用
施
設
（
み
か
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー
）
を
理
事
28

名
が
視
察
し
ま
し
た
。

　

市
の
ク
リ
ー
ン
推
進
課
長
よ
り
佐

野
市
に
お
け
る
、
ご
み
の
処
理
の
仕

組
み
や
１
日
に
焼
却
さ
れ
る
ご
み
の

量
（
約
１
０
０
ト
ン
）、
最
大
発
電

量
１
９
９
０
Ｋ
Ｗ
を
施
設
内
電
力
と

し
て
利
用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
施
設
の
現

地
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

余
熱
利
用
施
設
は
、
ご
み
を
焼
却

す
る
際
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
１
３
０
℃

の
高
温
水
と
か
え
る
交
換
機
を
利
用

し
て
、
お
風
呂
や
プ
ー
ル
に
利
用
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

視
察
し
た
の
は
金
曜
日
の
午
後
で

し
た
が
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
多

く
の
利
用
者
が
訪
れ
て
お
り
、
こ
う

し
た
施
設
が
今
後
円
滑
に
利
用
さ
れ

る
よ
う
、
町
会
と
し
て
利
用
促
進
活

動
も
視
野
に
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ

り
そ
う
で
す
。

空店舗を利用した「いきいきサロン」
（100円でお茶飲み放題、高齢者の集いの場です）



佐野市町会長連合会会報 第３号（4）

編
集
後
記

　

皆
様
、
健
や
か
な
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
存
じ
上
げ
ま
す
。

　

平
成
21
年
は
、
大
変
な
変
化
の
年

で
あ
り
ま
し
た
。
戦
後
連
綿
と
続
い

て
お
り
ま
し
た
自
民
党
政
権
が
民
主

党
政
権
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

民
主
党
政
権
の
掲
げ
る
「
官
か
ら

民
へ
」
と
、
脱
官
僚
の
政
治
家
主
導

に
よ
る
政
治
に
期
待
し
た
か
ら
で
あ

り
ま
し
ょ
う
か
。

　

佐
野
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
約
３

０
０
に
わ
た
る
交
付
金
等
の
見
直
し

が
、
市
長
よ
り
有
識
者
・
学
識
経
験

者
の
方
々
に
諮
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
当
佐
野
市
町
会
長
連

合
会
に
対
す
る
交
付
金
も
、
そ
の
縮

減
対
象
と
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
次
年
度
の
事
業
計
画
の
再
検
討

が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

再
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
短
絡
的

に
事
業
等
を
廃
止
す
る
こ
と
な
く
、

市
民
生
活
に
益
す
る
よ
う
な
方
向
で

の
模
索
が
必
要
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

奈
良
渕
町
会
の
誇
れ
る
も
の
と
し

て
、
浅
間
（
せ
ん
げ
ん
）
の
火
祭
り

を
は
じ
め
、
小
梥
（
こ
ま
つ
）
神

社
、
荒
澤
不
動
尊
、
庚
申
堂
の
祭
り

が
あ
り
ま
す
。
特
に
浅
間
の
火
祭
り

は
、
佐
野
市
観
光
協
会
の
夏
の
協
賛

事
業
と
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

近
年
、
唐
沢
山
築
城
の
調
査
が
進

め
ら
れ
、
藤
原
秀
郷
公
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
秀
郷
公
の
一

族
が
当
地
に
住
み
つ
い
て
、
浅
間
山

山
頂
で
火
を
焚
い
た
の
が
火
祭
り
の

起
こ
り
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
山
岳
信
仰
の
隆
盛
時
の
安
政

時
代
に
は
、浅
間
講
が
盛
ん
に
な
り
、

多
く
の
人
々
で
賑
わ
っ
て
い
た
よ
う

「
自
分
の
ま
ち
は
自
分
で
ま
も
る
。」

を
合
い
言
葉
に
、
平
成
16
年
か
ら
町

会
組
織
と
し
て
防
犯
部
を
立
ち
上
げ
、

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
や
小
学
生
の
下
校

時
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
各
班
か
ら
選
出
さ
れ
た

方
、
高
齢
者
団
体
の
新
町
ク
ラ
ブ
等

の
協
力
で
実
施
し
て
お
り
、
警
察
庁

の
地
域
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
推

進
実
施
地
区
に
認
定
さ
れ
た
り
、
栃

木
県
知
事
表
彰
も
受
け
ま
し
た
。
ま

た
と
ち
ぎ
Ｔ
Ｖ
や
全
国
防
犯
協
会
広

報
誌
で
全
国
に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活

動
で
は
、
７
月
に
子
供
夏
祭
り
を
２

日
間
に
亘
っ
て
行
い
、
子
供
御
輿
と

山
車
が
町
内
を
廻
り
、
有
志
で
夜
店

を
出
し
、
お
年
寄
り
か
ら
子
供
ま
で

町
内
総
出
の
お
祭
り
に
な
り
ま
す
。

で
す
。
参
道
に
は
、
記
念
碑
も
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
日
で
は
、
山
頂
か
ら
関
東
一
円

が
見
渡
せ
る
こ
と
か
ら
、
唐
沢
山
の

散
策
と
共
に
多
く
の
人
た
ち
に
親
し

ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

　

こ
う
し
た
浅
間
山
の
管
理
と
身
近

に
楽
し
め
る
里
山
林
と
し
て
の
活
用

を
、
佐
野
市
が
実
施
す
る
里
山
林
整
備

事
業
の
指
導
を
受
け
町
会
役
員
と
協

議
を
図
り
、
ま
た
山
林
所
有
者
の
同

意
を
得
て
、
今
年
か
ら
２
ヶ
年
の
事

業
と
し
て
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
里
山
林
の
下
草
刈

り
や
老
木
の
除
伐
を
は
じ
め
、
安
全

な
遊
歩
道
の
整
備
が
主
な
目
的
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
浅
間
山
周
辺
環

境
整
備
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後

の
地
域
活
動
の
更
な
る
活
性
化
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
内
の
米
山
に
薬
師
堂
が
あ
り

関
ヶ
原
合
戦
前
の
慶
長
５
年
、
こ
の

薬
師
堂
で
真
田
親
子
が
徳
川
方
と
豊

臣
方
に
分
か
れ
て
付
く
事
に
な
っ
た

密
議
の
場
所
だ
と
伝
承
さ
れ
、
脇
を

川
が
流
れ
て
い
た
跡
が
今
で
も
残
っ

て
お
り
ま
す
が
、
親
子
は
こ
の
川
の

橋
を
渡
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
向
か
っ
た

事
か
ら
真
田
親
子
の
別
れ
橋
と
し
て

今
も
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
町
会

で
は
こ
の
伝
承
を
元
に
、
観
光
資
源

と
し
て
の
整
備
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
秋
、
町
会
公
民
館
の
整
理

を
し
て
い
た
ら
芝
居
舞
台
の
下
座
が

出
て
き
ま
し
た
。
昭
和
50
年
に
補
修

し
た
記
録
が
あ
り
ま
す
が
、
組
み
立

て
て
み
る
と
大
変
立
派
な
も
の
で
し

た
。
早
速
郷
土
博
物
館
に
調
査
を
依
頼

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
立
派
な

下
座
か
ら
推
測
す
る
と
本
舞
台
は
さ

ぞ
か
し
立
派
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
見
て
戴
こ

う
と
、
し
ば
ら
く
公
民
館
に
組
み
立

て
た
ま
ま
保
管
す
る
事
に
し
ま
し
た
。
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